
10月5日
インドネシア製粉会社出資に向けた基本合意を
インドネシアFKS社・マレーシアMFM社と締結
10月11日
自動車向け音楽配信事業会社を設立
～音楽シェフによるリコメンド型音楽配信サー
ビス事業を開始～
10月31日
豊田通商と朝日工業、中国の肥料市場に参入
～中国龍大食品集団と有機および有機化成肥料
製造・販売の合弁会社設立～

11月4日
中国で大型総合スポーツ小売事業に進出

12月8日
豪州ガス生産プロジェクト（Bass Gas Project）
の11.25％権益取得契約を締結
～豪州ガス生産・販売事業への新規参画～
12月20日
企業向け「SmartPhone Server（スマートフォン 
サーバー）Ver.2.0」新発売
～モバイル業界初、企業向けスマートフォン用
サーバーソフトウェアを開発～

1月25日
中国に自動車解体リサイクル会社を設立

2月17日
下水汚泥の資源化事業に参画
～バイオマス燃料の活用と温室効果ガス削減を推進～

3月7日
ベトナムで洗剤原料の新会社を設立、生産量を倍増へ
〜アジア新興国への安定供給に貢献〜
3月14日
日立と共同でイラクの火力発電所改修向け機器を受注
～電力の供給力改善を通じてイラク復興を支援～

11月22日
トキワエンジニアリング株式会社の株式交換

11月7日
ケニア最大の地熱発電プロジェクト受注
～豊田通商初の地熱発電プロジェクト～

12月13日
豪州Queensland Curtis LNGプロジェクト向け
炭層メタンガス（CBM）
長期販売契約締結およびCBM開発方針決定

1月30日
メキシコに自動車用鋼管生産拠点設立
～成長市場における自動車分野の事業拡大～

2月28日
エレマテック株式会社株券に対する公開買付完了

3月13日
ベトナムで冷凍野菜製造事業に参入
～安心・安全な冷凍野菜原料の安定調達先を確保～

10月6日
世界初、ナノテク素材を使用した「窓用遮熱・
断熱フィルム」を販売
～震災に伴う電力不足の軽減に貢献～
10月25日
株式会社ユーラスエナジーホールディングスの
出資比率を40％から60％へ変更
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(注）上記はリリース日に基づく記載です。
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ケニア最大の地熱発電プロジェクト受注
　当社は、韓国・現代エンジニアリングとともに、ケニア電力公社からオル
カリア地熱発電所建設プロジェクトを受注しました。
　総受注額は約300億円で、ケニアの首都ナイロビから北西約100kmに位置
するオルカリア地域に14万キロワットの地熱発電所を2か所建設するもので、
総発電出力で28万キロワットとケニア最大の地熱発電プロジェクトです。
　本プロジェクトにより地熱発電容量は2倍以上となり、同国の電力不足の緩
和に大きく貢献します。本件に続き、現地のニーズを捉えた電力・エネルギー
等のインフラ案件に幅広く取り組んでまいります。

蒸気放出の様子

インドネシア製粉会社出資に向けた基本合意を締結
　当社は、マレーシアの大手食品グループである�
Malayan Flour Mills Berhadとともに、インドネ
シアの大手食品グループであるFKS Capitalが設立
した製粉会社へ出資、事業運営を開始しました。近
年、インドネシアでは、経済成長や人口増加に伴う
消費拡大が顕著となっており、中間層の拡大と都市
化の進展とともに消費者ニーズも多様化しており、
このような将来性を見据え、同国市場に参入するべ
く、一次加工製造業である製粉会社に出資すること
を決めました。今後も更なる安定調達・供給のバ
リューチェーン強化・拡大を図ってまいります。

取り扱う小麦

調印式の様子
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ベトナムで洗剤原料の新会社を設立、生産量を倍増へ
　当社は、台湾の化学品製造会社であるFormosan Union Chemical 
Corporationと、洗剤原料の製造・販売会社Soft Industry Corporation
（以下、SIC社）をベトナムに設立、着工し、2013年2月の稼働開始に向
けて準備を進めています。
　当社は、1995年より、ベトナムでのリニアアルキルベンゼンスルホン
酸（主に衣料用粉末洗剤などに使用される界面活性剤。以下、LAS）製
造・販売に携ってきており、今回設立したSIC社を加え、年率5％以上の高
い経済成長を続けるベトナムでの今後のLAS需要増
加に対応するべく、2017年には生産量を倍増する
計画です。

エレマテック株式会社株券に対する公開買付け
　当社はエレマテック株式会社（証券コード：
2715）の株式公開買付けを実施し、2012年3
月をもって同社発行済み株式の51％に相当す
る株式を取得しました。エレマテック社は、日
系エレクトロニクス関連メーカーを主要顧客と
する電気材料・電子部品、および、オプティカ
ル材料・部品等の販売を行う独立系エレクトロ
ニクス商社です。当社は、エレクトロニクス関
連分野での更なる事業拡大を目指して、同社と
の事業提携等によりシナジーを創出することで、
それぞれの企業価値を向上させていきます。

エレマテック社の主要取扱品（映像機器） エレマテック社の主要取扱品（携帯電話）

新会社建設予定地

SIC社の社員
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